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「アイスコア」．人間の存在そのものが汚染源となる

地球上で最も「取扱注意」の天然試料である．本書

は，我が国のアイスコア研究について気候・環境変

動，太陽活動，地球外物質，微生物と多分野にわたる

成果をまとめた初めての著である．

なぜ「アイスコア」を用いた研究が重要なのか？序

章では，古気候・古環境研究の意義（気候システムの

周期性や気候と環境変動の連鎖性を明らかにできるこ

と，現在の地球温暖化によって引き起こされる気象・

環境変化の異常さを判断する座標軸となり，数値モデ

ルによる将来気候予測結果の検証材料となること）

や，アイスコアが過去の気候や地球環境を知る優れた

記録媒体であることが紹介されている．

第一章．2003年から始まった第二期ドームふじ深層

掘削は，2005年まではトントン拍子に掘り進み，最後

のシーズン（2006年）に3035.22mと岩盤付近まで到

達して終了した．2006年は岩盤付近に近づいたことに

より，氷温が融点に到達し切削チップが圧密しやすく

なり，掘削速度が急激に落ちたため39日かけて6.7m

しか掘り進められなかった．切削チップを取り除くた

め，ドリルの上げ下げに膨大な時間を費やしたことが

容易に想像できる．

アイスコアに記録される過去の気候や環境シグナル

について，何を記録しているのか，優位な点のみなら

ず注意すべき点についても丁寧に説明されていて理解

しやすい．大気の化学組成，中でも「過去の空気」を

直接記録する媒体であることが他の記録媒体に比べて

優位な点である．ドームふじコアは冬期に成層圏で発

達する極渦の影響を強く受ける内陸に位置するため，

対流圏よりむしろ成層圏から沈降してくる大気成分を

効果的に記録する．このように対流圏および成層圏と

どちらの成分を卓越して記録するのか南極大陸内で場

所によって違うことが注意点の１つである．面白いの

は，北極と南極とでは氷床中に存在する物質や微生物

活動の違いによって，温室効果気体の保存に違いがあ

ることである．グリーンランド氷床中では有機物や炭

酸カルシウム含有量が高く，それらの分解により

COが氷内で二次的に発生し，過去の正確な復元を妨

げる．一方，南極氷床コアでは氷中における二次的

COの発生は起きにくい．N Oの場合は南極氷床コ

アで二次的に発生するが，グリーンランド氷床中では

保存が良い．難しい氷床コアの年代測定にも立ち向か

う．氷床のO/N 比及び含有空気量が日射強度変動

と同期して変動する事実を世界に先駆けて発見し，

O/N 比を利用した氷期-間氷期スケールの高精度な

年代決定法を確立したことは特筆すべき成果であろ

う．

第二章は，日本も掘削に関与した北極圏の氷床コア

やドームふじ以外の南極氷床コアも含めた解析から明

らかにされた地球環境変動の紹介である．アイスコア

研究は，100年～1000年スケール，さらに氷期-間氷期

スケール（万年スケール）とダイナミックレンジで周

期性を持つ気候変動の存在を華々しくつぎつぎと明ら

かにしてきた．では，もうやりつくされたのかという

とそうではなく，読者は11年周期の気候変動（太陽活

動に起因）と万年スケール周期の気候変動（ミランコ

ビッチ・サイクルと呼ばれる地球軌道要素に起因）以

外，他の時間スケールの周期性をもつ気候変動につい

ては，原因がまだ明らかになっていないことに気づか

されるだろう．

第三章は，アイスコアを利用した新しい視点による

研究についてである．特に硝酸イオン濃度の変化から

超新星爆発の痕跡を探る研究については，天文学が雪

氷学と結びつくユニークさに目を見張る．編者はこの

章で紹介した誰も取り組んだ事のない新しい分野を

「フロンティア」と称する．しかし，第二章で紹介し

た世界中の多くの研究者がしのぎを削る古気候分野の

トップを走る研究も「フロンティア」と称するに相応

しい．何れも将来を模索する学生たちにアイスコア研

究の魅力を存分に伝える（分野に引き込む）ページと

なっている．

また，各節の最後のコラムが楽しい．例えば，平安

から鎌倉時代に活躍した歌人，藤原定家の日記「明月

記」．その特徴的な書体は定家様（ていかよう）と呼

ばれ，書の手本としても珍重されてきた国宝である．

この「明月記」に歴史上の超新星爆発についての記述

があり，天文学で国際的にも価値がある資料とは初め

て知った．
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あとがきによると「掘削計画の構想・企画，道具の

準備，掘削機の開発・改良，技術者養成，緊張と課題

克服に明け暮れた実掘削，コアの現場解析，日本まで

の１万数千キロの輸送までチャレンジの連続であっ

た」らしい．年平均気温－54℃，酸素濃度は低地の

60％といった過酷な環境下で，基地建設から3035m

のコアを掘り終えるまで，乗り越えなければならな

かった課題や困難は想像を絶する．別の形でこの物語

を是非とも読んでみたい．

（海洋研究開発機構 原田尚美)
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回例会研究発表募集

日本気象学会関西支部

1年度第１

年度第１回例会（中国

地区）を次のとおり開催します．多数の参加をお願い

します．

開催日：20

は2011

月５日（土）

会 場：広島市東区民文化センター 大会議室（３階）

（広島市東区東蟹屋町10-31）

交 通：JR広島駅新幹線口より徒歩東へ約900m．

広電バス

・県庁～府中線（2-1～2-7番表示）

・

11年11

口A4ホーム）～牛田早稲田線

（５番表示）

いずれも「東区役所前バス停」で下車．

テーマ：設定せず

特別講演：「土砂災害の発生に備えて―鍵をにぎる雨

の情報―」

講演者：海堀正博（広島大学大学院総合科学研究科

教授）

発表申込締切：10月12日（水）

要旨集原稿締切：

郵送によるもの：10月12日（水）必着

PDFによる電子投稿：10月19日（水）

申込先：〒611-0011 宇治市五ケ庄

京都大学防災研究

広島駅（南

象災害研究部門

井口敬雄

E-mail：info＠msj-kansai.jp

○申込内容

発表者名（複数の場合も明記．フリガナ，発表者に

＊印），所属，題目，会場パソコン（Windows）の

使用の有無，連絡先（住所，電話番号，FAX番

号，E-mailアドレス）をご連絡ください．また，

第１回例会申込みであることを明記してください．

なお，ビデオ及びスライドでの発表はできません．

○申込方法

E-mailまたは郵送で申し込んで下さい．FAX，電

話では受け付けておりません．

○原稿の作成要領

PDFによる電子投稿を受け付けております．従来

の郵送による投稿も可能です．

詳しくは関西支部ホームページをご覧ください．

（http://www.msj-kansai.jp/regular/genko.html）

ホームページをご覧になれない場合は申込先にご請求

ください．なお，所属は正式名称でお願いします．

所気象・水


